職種：営業店経営　　職務：営業店経営
【概要】

信用金庫の営業店全体を管理統括する仕事。支店長、もしくは副支店長（支店次長）の仕事がこれに該当する。

【仕事の内容】

営業店の責任者として、店舗業務全体を管理統括する仕事である。

主な仕事内容は、本部方針を踏まえて営業店の管理・運営計画を策定し、必要な態勢を整備したうえで、総合的な進捗管理を行うことである。あわせて、部下に対して本部や営業店の方針を伝え、的確な動機付けを行うとともに、人事評価の実施や労務管理など人材マネジメントを行うことも重要な責務である。

こうした「マネジャー」としての管理業務のほか、支店長自らが「プレイヤー」として率先してお客様のもとに出向き、地域の中小企業のパートナーとして、お客様への情報提供や課題解決を積極的に推進していくことも求められる。

支店長は営業店のトップであり、「地域のお客様から最も信頼される金融機関」となることを目指し、自らが培った人脈と情報収集力を総動員して営業店を牽引していく役割が求められる。

【求められる経験・能力】

（1） 支店長は営業店の業務全体に責任を負う立場であり、幅広い知識とスキルが求められる。営業だけでなく預金や為替、融資の手続きなど事務処理に明るいことも求められ、計画の立案・実行能力、計数管理、顧客管理、設備管理等の幅広い管理能力が必要となる。さらに、経営戦略、マーケティング、人的資源管理など経営全般に関する幅広い知識も求められる。

（2） 支店長には、部下にビジョンを示し、目標達成に向けて職員を牽引する役割が求められる。このため、高いコミュニケーション能力をもってリーダーシップを発揮しながら業務全体を統率できることが不可欠の条件となる。

【関連する資格・検定等】

· 中小企業診断士〔中小企業支援法〕

· コンプライアンス・オフィサー〔一般社団法人金融財政事情研究会〕

· 宅地建物取引主任者〔宅地建物取引業法〕　など

【厚生労働省編職業分類（小分類）との対応】

　０３１　会社の管理職員
